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研究題目 

相手意識をもち、主体的に英語を話す生徒の育成 

～２年「Unit４ 日本の習慣やマナーを伝えよう」の実践を通して～ 

 

研究要項 

１ 主題設定の理由 

 本学級の生徒は、前向きで明るく、自分の思いを

素直に表現することができる。また、ペア活動やグ

ループ活動にも積極的に取り組むことができる。し

かし、即興的なやりとりは苦手であり、会話を続け

ることが難しい生徒も多くいる。その理由として、

即興的なやりとりに慣れておらず、何を話したらよ

いか考えが浮かばなかったり、既習表現を上手に運

用できなかったりしているからであると考えた。 

 生徒に行った「４技能の中で最も大切だと思うものは何ですか」のアンケートによると、

６４％の生徒が「話すこと(やりとり・発表)」、２１％が「聞くこと」、９％が「書くこと」、

６％が「読むこと」と答えている【資料１】。「どうして英語を話すことが大切と思うか」

について、「少しでも海外の人と関わるのを好きになりたいから」「完璧ではなくても伝わ

る英語を話せるようになりたいから」などと答えており、英語を話すことに対して積極的

な生徒が多いという実態がある。 

 そこで、本単元を通して、既習表現を用いて、自分の思いや考えを伝えることができる

ようになるとともに、相手意識をもち、聞き手の興味を引きながら対話を深めるやりとり

ができる生徒を育てたいと考えた。 

 本実践では、Small Talk を中心に多くの言語活動を行う。そして、言語活動のツールの

一つとして、AI アプリケーションである World Classroom を活用する。本アプリケーシ

ョンでは、生徒それぞれがタブレットを用いて、AI を相手にやりとりの練習を行うことが

できる。このアプリを使えば、自分のペースで練習することができるとともに、AI からよ

りよい英文を学ぶことができる。また、AI とのやりとりを記録し、自分で振り返ることも

できる。そして、単元の最後には、外国の生徒たちと交流する機会を設け、学校行事や校

則について伝え合い、英語でやりとりを行うことで、より主体的に会話をつなげたくなる

と考えた。そこで本主題「相手意識をもち、主体的に英語を話す生徒の育成」を設定した。 
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【資料１】英語に関するアンケート結果 

話すこと 

(やりとり・発表) 64％ 

聞くこと 21％ 

書くこと 9％ 読むこと 6％ 
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＜仮説１＞ 

 帯活動として、Small Talk や AI によるやりとり機能を取り入れることで、既習表

現を用いながら自分の考えや思いを表現し、会話を続けることができるだろう。 

＜仮説２＞ 

 相手意識をもって対話をする言語活動を設定し、目的・場面・状況を明確にすること

で、主体的にコミュニケーションをとる態度を養うことができるようになるだろう。 

２ 研究の仮説と手だて 

 

 

 

 

手だて１－① 考えや思いを伝え合う帯活動 

 Small Talk では、教師が生徒にとって身近な話題をテーマとして設定し、会話をつなげ

るためのワークシートを活用する。そうすることで、生徒は自分の思いや考えを表現でき

るようになると考えた。 

手だて１－② AI(World Classroom)の活用 

 AI によるやりとり機能において、教師が目標を明確にしたり、既習事項を用いて繰り返

し対話練習する機会を作ったりする。そうすることで、生徒がやりとりを続けられるよう

になると考えた。 

 

 

 

 

 

手だて２ 

 海外の中学生とリアルタイムでやりとりする場を設ける。そして、生徒が伝えたい、知

りたいと思うような話題を扱う。そうすることで、主体的にコミュニケーションをとるよ

うになると考えた。 

 

３ 抽出生徒 Aについて 

 本研究では、生徒 A を抽出生徒として設定し、その変容を追うことで仮説の検証を行っ

ていく。生徒 A は ALT に話しかけることができる。しかし、単調な一問一答のやりとりの

みになり、会話を継続・発展させることや切り返しがうまくできず、自分の思いや考えを

表現できていない様子が見られた。また、帯活動で行っている Small Talk でも、単語やジ

ェスチャーのみで伝えようとしており、文章としては成り立っていないことが多い。本研

究を通して、「話したい」「伝えたい」という学習意欲を大切にしながら、聞き手に伝わり

やすいように、生きた英語で会話を広げる楽しさに気づいてほしい。 
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４ 単元構想図（１０時間完了） 
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５ 研究の実際と考察 

（１）Small Talk とワークシート（＜仮説１＞手立て１－①） 

 英語を話すことに少しでも興味を示し、自信をもって言語活動を行うことができるよう、

常時活動として、“Small Talk”を取り入れた。設定時間は、２年生では２分間とした。既習

表現を用いて、簡単かつ即興的なやりとりができるよう

にするために、“Rules in Japan” “School rules”などの

身近な話題を扱った。ここでは、やりと

りで大切にしたいポイント【資料２】に

ついて生徒と意見交流を行い、３つの

ポイントを大切に Small Talk の練習を

重ねた。これらを意識して即興的に取

り組むことで、相手意識やコミュニケ

ーション意欲が高まると考えた。練習

を始める際は、ALT や生徒数名と

Teacher’s Talk を通してフレーズの使

い方を紹介し、会話の続け方を共有し

た。その後、前後左右、斜めの座席の生

徒など、ペアを変えて取り組んだ。ま

た、話をつなげる際に困ったときに使

えるフレーズや、リアクションを載せ

たワークシート(ENGLISH BINGO)も

活用した【資料３】。生徒 A は、最初、

自分の思いをうまく伝えられず、単文

のみでやりとりする様子が見られた。

また、ペアとの会話が続かず、互いが無

言になってしまうこともあった。しか

し 、 Small Talk の練 習 を 重 ね 、

ENGLISH BINGO をヒントに生徒 A

が話したくなる身近なテーマを扱うこ

とで、少しずつ会話を続け

られるようになった【資料

４】。他の生徒からも、リア

クションや会話をつなげる

ことへの意識の高まりが感

じられる振り返りが多く見られた【資料５】。このことから、全体として少しずつできるこ

とが増え、達成感を感じながら、日々の Small Talk に取り組むことができたといえる。 

【資料２】やりとりで大切にしたいポイント 
・リアクションをとる 
・自分の思いや考えを先に伝える 
・２文以上で伝え合うようにする 

【資料３】ENGLISH BINGO 

 

 

 

 

 

【資料４】生徒Ａの Small Talk の様子 
教師：  OK.  So today’s topic is about “Rules in Japan”.  I want 

you to use “I have to~” “I must~” “I mustn’t~”. 
 Right?  You get my point?  So with your pair for 2 

minutes. Ready set … start! 
生徒 B：Walk.  Money. 
生徒 A：Ah~.  泥棒って何て言うだった？  I have to～ black list? 

～無言が続く～ 
教師： Of course、 you can use ENGLISH BINGO every time! 
生徒 B：And we must go to school. 
生徒 A：Ah~、 Oh、 I see. 
 We have to … junior high school three years. 
生徒 B：Ah~、 yeah.  We have to go school. 
教師： All right、 time is up.  So tell me about the rules in Japan. 
生徒 C：We must not speak in the library … and … 

【資料５】Small Talk についての振り返り(Google forms) 

・話をするときに、聞いてくれる人たちがみんなたくさんリアクションしてくれてうれしかったの

で、自分もフィリピンの人たちの発表を聞くときに良いリアクションをできるようにしたいです。 

・やりとりで大切にしたいことを意識して会話をしたけど、はじめは２文以上で話すことが難しか

ったです。でも、練習を重ねることで少しずつできるようになりました。 

・時間が余ったら相手に対して気になることを少しは質問することができたと思います。フィリピ

ンの人と交流するときは、２文以上で返せるようになりたいと思いました。 

・リアクションをしっかりすることで相手の意志を読みとれたと思いました。Yes とか No だけでは

なく、受け答えをしっかりとできて、達成感を感じられるようになりました。 
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（２）AI(World Classroom)の活用（＜仮説１＞手立て１－②） 

 会話をつなげることができるよう

にするために、World Classroom の

やりとり機能を活用した。「過去形を

使おう」「have to、 must を使おう」

という文法的な条件や、「学校生活に

ついて質問し合い、リアクションも

入れて２文以上で会話を続けてみよ

う」という明確な目標を設定して、

活動に取り組んだ。間違いを恐れず

に自分のペースで試行錯誤を繰り

返し、自動採点機能を活用して話す

練習を繰り返すことで、生徒たちの

自己調整力を育むとともに、チャレ

ンジする意欲を引き出すことがで

きると考えた。生徒 A は既習事項を

用いて、間違い恐れずに会話を続け

ようと取り組むことができた【資料６】。また、自動添削や AI による修正をもとに、自分

の英語を振り返ることができた【資料７】。 

（３）目的場面（国際交流の場）の設定（＜仮説２＞手立て２） 

 単元の最後に、フィリピンの中

学校の生徒との国際交流の場を

設定した。テーマを学校生活(習

慣・マナー・校則)に設定し、３択

問題を作成した【資料８】。そうす

ることで、自分たち自身や相手の

フィリピン人の生徒たちも興味を

もって交流することができると考

えた。交流当日、生徒 A のグルー

プでは、大いにリアクションをと

ってお互いが話しやすい雰囲気づ

くりをしていた。また、相手の英

語に耳を傾けながら前のめりにな

って活発に交流することができた

【資料９】。生徒の実施後のアンケ

ート内容の記述からも、相手意識

【資料８】３択問題のスライド 

 

 

 

 

【資料９】国際交流の様子 

【資料６】生徒 A の World Classroom によるやりとり練習 

 

【資料７】生徒 A の英文を AI が修正する様子 
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をもって、「話したい」「伝

えたい」という学習意欲

を大切にしつつ、英語を

主体的に話すことができ

たと考える【資料１０】。 

 

６ 研究の成果と今後の課題 

（１）仮説１について 

＜Small Talk とワークシート＞ 

 生徒がやりとりをしたくなるような身近な題材を取り扱い、Small Talkを重ねることで、

既習表現を用いて会話を続けることができるようになってきたと考えられる。生徒Ａも、

経験したことをもとに、自分の思いや考えを表現しながら、やりとりを続けられたことで、

話すことに楽しさや喜びを感じていた。そして、やりとりが止まった時には、ENGLISH 

BINGO を活用することで、相手が話しやすくなるように質問やリアクションをして、会

話を続けることができるようになった。 

＜AI(World Classroom)の活用＞ 

 楽しく英語を話すだけでなく、既習表現などを活用して何度も練習を重ねることで自己

調整力が定着し、やりとりを持続する達成感を味わうことができた。また、AI からの修正

をもとに自分の英語を振り返り、既習事項の正しい使い方を知ることができた。生徒 A も、

AI を相手に言語活動に取り組むことで、つなぎ言葉をうまく活用し、リアルタイムでの対

応力を身につけることができた。 

＜目的場面（国際交流の場）の設定＞ 

 海外の中学生とリアルタイムでやりとりをできたことが、生徒たちにとって一番の学び

の場となった。生徒 A の「リアクションをしてくれて嬉しかった」という振り返りからも、

生徒 A が相手意識をもつとともに、相手のリアクションに応じて、リアルタイムの言葉の

やりとりを楽しむことができた。また、「外国人と話す機会を楽しみ、もっと英語を話した

くなった」という振り返りからも、会話を広げることを苦手としていた生徒Ａが楽しみな

がらもっと会話を続けてみたいという意欲につながったことがわかる。 

（２）今後の課題 

 国際交流の準備や日程調整に予定以上に多くの時間を費やしてしまい、２年生の６クラ

スで国際交流の場を確保する難しさを痛感した。次回行う場合は、今まで以上によりしっ

かりとした見通しをもって取り組む必要がある。また、相手との関係性に応じた表現の使

い分けや、文化的背景における相手意識がまだ不十分だと感じた。次年度以降も引き続き、

生徒たちの英語における相手意識を高めつつ、英語でやりとりする楽しさを伝えていきた

い。 

【資料１０】実施後のアンケート内容 

● 難しかったけど相⼿に伝えるために努⼒しました。伝わったときやリアクションをしてくれたとき

が嬉しかったです。（生徒 A） 

● 初めての経験だったので緊張しましたが外国の⽅と話せる機会というものはとても楽しいものだと

知りもっとしゃべりたいと思い、英語をがんばろうと思えました。 

● あまり体験したことがない海外の⼈と交流し、⽇本とは全然違う⽂化や⾃分はまだ知らなかったこ

とが国際交流を通してわかったので、今度は違う国と交流し別の⽂化などを通じていきたいと思い

ました！ 


